
episode4 隠された信元の活躍 ～三河一向一揆の和睦～

episode3 桶狭間の戦いでの水野信元 episode1 水野 “十郎左衛門尉 ”信元

episode2 於大の離縁
注目

　
永
禄
３
年
（
１
５
６
０
）
の
桶
狭
間
の
戦
い
で
は
、
松
平
元

康
（
の
ち
の
家
康
）
は
今
川
方
と
し
て
大
高
城
に
兵
糧
を
補
給

す
る
任
を
遂
げ
ま
し
た
。
一
方
、
水
野
氏
の
所
領
で
は
、
今
川

方
の
武
将
・
岡
部
元
信
が
駿
河
へ
の
退
却
の
際
、
刈
谷
城
を
攻

撃
し
、
信
元
弟
の
信
近
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

桶
狭
間
の
戦
い
に
関
す
る
最
新
の
研
究
で
は
、「
大
野
・
小

河
衆
」
が
大
高
の
南
に
配
置
さ
れ
た
と
の
記
述
（
天
理
図
書
館

本
「
信
長
記
」）
か
ら
、大
野
佐
治
氏
と
水
野
氏
の
軍
勢
が
海
城・

大
高
城
南
の
海
上
に
備
え
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
の
信
元
の
居
所
は
依
然
と
し
て
不
明
で
す
が
、
海
上
の

軍
勢
を
指
揮
で
き
る
場
所
と
考
え
る
と
船
上
か
、
あ
る
い
は
緒

川
を
離
れ
知
多
半
島
の
西
側
に
出
陣
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

　

桶
狭
間
の
戦
い
で

の
信
元
と
元
康
の
動

向
や
知
多
半
島
周
辺

の
情
勢
は
ま
だ
不
明

な
こ
と
も
多
く
、
今

後
も
さ
ら
な
る
研
究

の
進
展
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

永
禄
６
〜
７
年
（
１
５
６
３

―
６
４
）
に
起
き
た
三
河
一
向

一
揆
は
、
今
川
氏
か
ら
独
立
し

た
家
康
が
「
ど
う
す
る
」
べ
き

か
判
断
や
対
応
に
迫
ら
れ
た
最

初
の
大
き
な
出
来
事
で
す
。
こ

の
一
大
事
に
際
し
て
、
伯
父
・
信

元
は「
ど
う
し
て
い
た
」の
で
し
ょ

う
か
。
実
は
、
信
元
は
一
揆
の
和

睦
に
尽
力
し
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

軍
記
物
と
し
て
後
世
に
ま
と

め
ら
れ
た
大
久
保
忠
教
著
「
三

河
物
語
」
に
は
、
小
豆
坂
へ
の

出
陣
の
際
、
信
元
が
陣
中
見
舞

い
に
訪
れ
た
も
の
の
、
家
康
は

事
態
急
変
の
報
せ
を
受
け
て
会

見
を
中
断
し
て
急
ぎ
出
陣
し
た

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
陣

中
見
舞
い
は
、
当
時
一
揆
方
で

あ
っ
た
渡
辺
守
綱
の
話
を
ま
と

め
た
「
守
綱
記
」
に
「
一
揆
御

和
睦
、
水
野
下
野
殿
扱
い
に
て

相
済
み
申
し
候
」（
一
揆
の
和

睦
は
信
元
の
取
成
し
に
よ
っ
て

成
立
し
た
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

実
際
は
信
元
に
よ
る
和
睦
勧
告

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
康
を
神
君
と
仰
ぐ
松
平
一

族
や
家
臣
に
と
っ
て
は
、
伯
父

と
は
い
え
隣
の
領
主
で
あ
る
水

野
信
元
の
介
入
は
、
そ
の
統
治

能
力
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
徳

川
将
軍
家
の
正
当
性
を
示
す
こ

と
を
第
一
と
す
る
歴
史
観
を

「
松
平
・
徳
川
中
心
史
観
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
が
、
信
元
の
活

躍
は
こ
れ
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ
、

隠
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

　
史
料
に
登
場
す
る
「
水み

ず
の
じ
ゅ
ろ
う
ざ
え
も
ん
の
じ
ょ
う

野
十
郎
左
衛
門
尉
」
は
、
こ
れ
ま
で

信
元
弟
の
信
近
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
近
年
、
信
近
は
一
貫
し
て
「
藤と

う
く
ろ
う

九
郎
」
を
名
乗
っ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
当
時
の
史
料

で
「
水
野
十
郎
左
衛
門
尉
信
正
」
と
見
え
る
人
物
は
信
元
養
子

の
元
茂
で
す
が
、
通
称
（
官
途
名
）
は
家
系
ご
と
に
代
々
同
じ

も
の
を
名
乗
る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
嫡
男
・
元
茂
が

「
十
郎
左
衛
門
尉
」
を
名
乗
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

養
父
で
あ
る
信
元
も
同
じ
「
十
郎
左
衛
門
尉
」
を
名
乗
っ
て
い

た
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
天
文
元
〜
永
禄
３
年
（
１
５
３
２
―

６
０
）
頃
の
政
治
情
勢
の
中
で
「
十
郎
左
衛
門
尉
」
を
信
元
と

し
て
読
み
直
し
て
い
く
こ
と
で
、
今
後
も
信
元
の
人
物
像
は
見

直
し
が
進
ん
で
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

▲ 研究紀要は
　こちら

参
考
：
服
部
英
雄
「
桶

狭
間
合
戦
考
」

（『
名
古
屋
城
調

査
研
究
セ
ン

タ
ー
研
究
紀

要
』
第
2
号
、

2
0
2
1
年
）

参
考
：
村
岡
幹
生
「
永
禄
三
河
一
揆

の
展
開
過
程
―
三
河
一
向
一

揆
を
見
直
す
」（
新
行
紀
一
編

『
戦
国
期
の
真
宗
と
一
向
一
揆
』

吉
川
弘
文
館
、
2
0
1
0
年
。

の
ち
柴
裕
之
編
著『
シ
リ
ー
ズ・

織
豊
大
名
の
研
究
一
〇

徳
川
家
康
』
戎
光
祥
出
版
、

2
0
2
2
年
に
収
録
）。

大
河
ド
ラ
マ
関
連
エ
ピ
ソ
ー
ド

読
め
ば
さ
ら
に
ド
ラ
マ
が
楽
し
め
る
か
も
！

歴史博物館　令和５年度秋期企画展のご案内

▲伝通院調度品【市指定文化財】（楞厳寺蔵）

　

天
文
13
年
（
１
５
４
４
）、

於
大
が
幼
き
竹
千
代
（
の
ち
の

家
康
）
を
残
し
て
松
平
広
忠
と

離
縁
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
父
・
忠
政
の
跡
を
継
い

だ
信
元
が
方
針
転
換
を
し
て
織

田
氏
に
つ
い
た
こ
と
が
離
縁
の

理
由
と
し
て
通
説
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
現
在
、

見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

離
縁
と
な
る
天
文
13
年
以
前

の
岡
崎
松
平
家
中
は
当
主
広
忠

の
下
で
一
枚
岩
と
な
っ
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
見
役
・

信
孝
の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。

　

広
忠
の
叔
父
・
信
孝
は
、
於

大
と
広
忠
の
婚
姻
に
よ
り
水
野

氏
と
の
同
盟
を
成
立
さ
せ
ま
す
。

一
方
で
信
孝
は
、

天
文
12
年
、
牛

久
保
（
豊
川
市
）

の
牧
野
氏
支
援

の
た
め
東
三
河

に
勢
力
を
伸
ば

し
て
い
た
駿
河
・

今
川
義
元
の
下

に
も
出
向
き
接

触
を
試
み
て
い

ま
し
た
。

　

広
忠
側
近
の

阿
部
大
蔵
ら
は
、
信
孝
の
権
限

の
増
大
を
危
惧
し
ク
ー
デ
タ
ー

に
よ
っ
て
信
孝
を
追
放
し
ま
す
。

ま
た
、
水
野
氏
と
の
同
盟
が
続

い
て
し
ま
う
と
、
同
盟
の
立
役

者
で
あ
る
信
孝
を
復
帰
さ
せ
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
於

大
を
離
縁
さ
せ
刈
谷
に
帰
す
と

い
う
選
択
を
し
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
単
純
に
信
元

が
原
因
と
い
う
わ
け
で
は
な
か

っ
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
時
期
に
は
ま

だ
織
田
氏
と
今
川
氏
の
敵
対
の

事
実
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
や
、

こ
の
後
も
信
元
の
使
者
が
駿
河

今
川
氏
の
下
に
赴
く
な
ど
、
松

平
氏
を
囲
う
織
田
氏
・
水
野
氏
・

今
川
氏
の
関
係
は
保
た
れ
て
い

た
こ
と
、
追
放
さ
れ
た
信
孝
に

よ
り
反
広
忠
勢
力
が
形
成
さ
れ

て
い
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
き
て
お
り
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
於
大
離
縁
の
選
択
は
、

松
平
家
中
の
課
題
解
決
の
中
で

生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 ▲於大が離縁した後に生活した椎の木屋敷

参
考
：
小
川
雄
「
今
川
氏
の
三
河
・

尾
張
経
略
と
水
野
一
族
」（
戦

国
史
研
究
会
編
『
論
集　

戦

国
大
名
今
川
氏
』
岩
田
書
院
、

2
0
2
0
年
）、
柴
裕
之

『
青
年
家
康　

松
平
元
康
の

実
像
』（
角
川
選
書
6
6
2
、

2
0
2
2
年
）

参
考
：
五
十
嵐
正
也
「
水
野
十
郎
左
衛
門
尉
に
つ
い
て
」（『
刈
谷
市
歴
史

博
物
館
研
究
紀
要
』
第
1
号
、
2
0
2
1
年
）

▲尾州桶狭間合戦（歴史博物館蔵）

▲伝通院調度品【市指定文化財】（楞厳寺蔵）

姫たちの想い ―家康を支えた水野家の女性たち―
　家康の生母・於大や、三河本願寺教団の赦免に尽力
した叔母・妙西尼、水野勝成の妹で養女として加藤清
正に嫁いだ清浄院など、家康を支えた水野家の女性た
ちについて紹介します。
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